
金沢大学十全医学会雑誌　第82巻　第3・4号　107－114　（1973） 107

間葉細胞における半接着面様構造
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　最近，表皮基底部の半接着斑　（hemidesmosome）

と表皮基底膜との関係が注目されているD～4）．著者ら

も表皮の再生や腫瘍性増殖の際に，基底膜が完成する

に先立って，半接着斑が増加し，それに一致した部位

に基底膜　（lamina　densa）が出現することから，

半接着斑は基底膜の形成又は維持に何らかの役割を果

しているものと推定した5）6）．

　一方，表皮細胞の半接着斑と類似した構造が，リン

パ管や血管の内皮細胞，周細胞，中膜平滑筋細胞など

の基底膜保有細胞に存在することが観察され了）～9），基底

膜と細胞膜との連続に役立っていることが暗示され
た8）．

　著者らは多数の結合組織を観察している間に，血管

内皮細胞，平滑筋細胞，外膜細胞ばかりでなく，まれ

には線維芽細胞及び脂肪細胞にも半接着斑様構造が存

在することを見出した，本論文ではこれらの細胞にお

ける半接着斑様構造を記載し，基底膜との関係につい

て考察を加えたいと思う．

　（内皮細胞に見出された半接着斑に類似した構造に

対して，Stehbens7），　Ts’aoら8）は㌔asal　attach・

ment”と云う名称を用いているが，同様な構造は細

胞の極性　（pσlarity）のない線維芽細胞や脂肪細胞

にも存在するので，この名称は適当でないと思われ

る．本論文では，この構造を仮に「半接着斑様構造」

と呼ぶととにする）．

実験材料と実験方法

種々の結合組織を2％オスミウム酸（酢酸ベロナー

ル緩衝液でpH7．4）又は2．5％　glutaraldehyde

（Cacodylate緩衝液でpH7．4）と2％オスミウム酸

で重固定し，エタノール系列で脱水，Epon　812で

包埋した，ライッ，ウルトラミクロトーム又はLKBウ

ルトラトームでガラスナイフを用いて超薄切片を作成

し，ウラニル・鉛の重染色を行った．切片は日立，Hu－

11型，Hu－12型又は日本電子，JEM－7型で直接倍

率3，000～20，000倍で撮影した．

成 績

　1．表皮細胞

　表皮細胞の半接着斑についてはすでに詳しい報告が

あり1）～4），それと結合組織との関係については別の論

文で詳しく述べるので，ここでは後述の半接着斑様構

造と比較する目的で，再生表皮細胞の半接着斑につい

て簡単に記載する．　　　　　　　　　　　・

　マウスの皮膚創傷治癒における表皮の再生過程を観

察すると，再生初期には表皮下にフィブリンとともに

びまん性に基底膜前駆物質が集積するが，まもなく，

この物質は表皮細胞の半接着斑に一致した細胞表面に

濃縮し，細胞膜との間に幅250～300Aの透明層が形成

される（図1）．透明層は完成した基底膜のlamina

lucidaに相当し，その中に細胞膜に垂直に走る微

細フィラメントがみとめられる，半接着斑の長さは

0．07～0．3μである．半接着斑を構成する細胞膜の電

子密度は増加し，それに接した細胞質内にtonofila－

mentの集積がみられる．細胞膜の表面には低電子密

度の薄層（幅50～80A）を隔てて一層の基底板10）

（juxtamembraneous　layer［D，　peripheral　den－

sity12））が存在する．

　Hemidesmosome－like　structures　of　mesenchymal　cells　Kiniclliro　Kajikata，　Isao

Hori，　Eiichi　Kitano，　Shinji　Hayaslli　and　Susumu　Terada．　Department　of　Pathology

（1）（Director：Prof．　K．　Kajikawa），　School　of　Medicine，　Kanazawa　University．
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　半接着斑の下方に集積した濃縮物質は，互に連続し

て基底膜の　lamina　densaに発育し，結合組織の

細線維又は　璽璽anchoring　fibril”と連続する．

　H．血　　管

　血管内皮は基底膜によって包まれ，その基底面に処

々電子密度の増加がみられる．この構造は毛細血管内

皮では比較的不明瞭であるが，細動脈や細静脈では明

瞭にみられる．図2はその1例として，methy1－ch－

olanthrene塗布によって発生したマウス皮膚乳頭腫

にみられた細動脈に沿って限局性の電子密度の増加

（長さ0．1～0．5μ）がみられる，強拡大でみると，電

子密度が増加した細胞膜に接して微細フィラメントが

集在している（図3）．この構造は表皮細胞の半接着

斑に似ているが，細胞膜表面の基底板は欠除してい

る．

　内皮細胞は連続性の基底膜で包まれるが，細胞基底

から処々遊離していることがある．しかし，半接着二

様構造の部位では　lamina　lucidaはほぼ正常の幅

（約250A）を保持していることが注目される．同様

な半接着下様構造は中膜平滑筋や外膜細胞にもみとめ

られる，図2ではこれらの細胞の基底膜の輪郭は不明

瞭で，しばしば基底膜様物質がびまん性に細胞表面に

集積している．このような変化は結合組織の刺激状態

によるものであろう，

　皿．線維芽細胞

　線維芽細胞は一般には基底膜を欠除し，半接着斑様

構造はみられない．しかし幼若線維芽細胞では，とき

どき半接着斑様構造とそれに面して断片的な基底膜様

物質がみとめられることがある（図4～7）．半接着

増様構造の長さは0，14～0．4μで，それに接する細胞

質には他の場合と同様な微細フィラメントの集積があ

り，細胞膜から約280Aの透明層を隔ててうすい基底

膜様物質が付着している．透明層には細胞膜に垂直に

走る微細フィラメントが存在し，基底膜様物質を構成

するフィラメントと連続しているようにみえる（図

5）．ときどき，透明層が不明瞭となり，基底膜様物

質が細胞表面に直接附着しているようにみえる場合が

ある，

　IV．その他の細胞

　上記の諸細胞のほか，ラット子宮平滑筋細胞（図

8）にも半接着斑剛構造がみとめられた．脂肪細胞は

薄い基底膜で包まれているが，半接着斑様構造は一般

に甚だ少なく，不明瞭であった，大食細胞や肥満細胞

には半接着斑様構造は現在まで見出されていない．

考 察

　本研究によって，血管内皮細胞，中膜平滑筋細胞，

外膜細胞に表皮細胞の半接着二様構造　C電basal

attachment”）が存在するという先人の報告が再確

認され，さらに同様な構造は子宮平滑筋細胞及び，出

現頻度は少ないが，脂肪細胞や線維芽細胞にも存在す

ることが明らかにされた，

　Peaseら9）は血管中膜平滑筋細胞における半接着斑

剛構造は筋原線維の固着に役立っていると考えた．し

かし，半接着斑や半接着斑様構造は一般に基底膜保有

細胞に共通してみられること，新生表皮細胞には半接

着斑が増加し，この位置に基底膜様物質が集積するこ

と5）6）から判断すると，これらの構造は基底膜の形成又

はその維持に密接な関係をもっているものと推定され

る．

　基底膜の形成機序に関しては現在まだ十分に解明さ

れていない．著者らは細胞から分泌された基底膜前駆

物質が細胞表面で器質化されることによって，基底膜

の構造，すなわち　1amina　lucida，1amina　densa

及びzona　diffusaの形成が完成するものと考え

ているi3）．1amina　densaの濃縮と　zona　diffusa

の形成には結合組織の関与が4），又，1amina

lucidaの形成には表皮細胞の半接着斑の作用が推定

された6）．本研究においても，間葉細胞の半接着下様

構造の直下にはほとんど全ての場合に　1amina

lucidaに相当する透明層がみとめられ，とくに線維

芽細胞のように通常，基底膜のない細胞でも半接着斑

様構造が出現した部位には透明層をはさんで断片状の

基底膜が付着する所見から，この構造と　lamina

lucidaとの密接な関係が強く示唆された．

　Iamina　lucidaの構成分は明らかではないが，ル

テニウムレッドを用いた電顕的研究によると，酸性ム

コ多糖が含まれているものと思われる14）～16），しかし，

半接着斑や半接着下様構造に接する　lamina
lucidaと他の部位のそれとが全く同一の性状である

か否かは疑問である．前者の場合には，細胞膜に垂直

に走る微細フィラメント2川）が存在することが．報告さ

れ，本研究でもそれが確認された．このような構造は

基底膜と細胞膜の特殊な接着機構を表しているものと

考えられる，Ts’aoら8）は機械的障害によって，血

管内皮が下部組織から分離された場合に　㌔asal

attchment”（半接着斑様構造）の部位だけには基底

膜μ）断片が残存していることを述べている，この所見

も半接着斑様構造が基底膜の接着に重要な役割をもっ

ていることを物語っている．
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　半接着斑又は半接着斑様構造と基底膜との接着機構

の詳細は不明である．Scalettaら12）は半接着斑の基

底板　（peripheral　density）と細胞膜との接着に

はCゴ＋，Ma＋＋が必要であることを報告している．しか

し，半接着斑様構造には基底板に相当する構造は欠除

しているので，基底膜の接着には基底板の存在は本質

的なものではないと思われる．

　基底膜前駆物質はムコ多糖とタンパク　（コラゲン

性？）を含んでいると考えられ17）18），基底膜の形成とと

もに，ムコ多糖は細胞膜側に蓄積され　lamina

lucidaを構成するものと推定される。同時に，細胞

表面に接する細胞質の一部に特殊な修飾がおこって，

半接着斑又は半接着遣様構造を形成し，基底膜のムコ

多糖との間に強い結合が生ずるのであろう．この結合

に細胞表面の糖被　（glycocalyx）が，どのような役

割をもつかは今後に残された興味ある問題である．

　基底膜前駆物質が上皮細胞から分泌されることは多

くの証拠によって支持されている棚）～2D．一方，上皮

細胞の基底膜形成の経過中に，しばしば上皮細胞に接

近する線維芽細胞が基底膜様物質で包まれ22），又，胃

がんに接する線維芽細胞の表面にがん細胞基底膜と連

続した基底膜様物質が観察される2呂）．このことから，

線維芽細胞からも基底膜前駆物質が分泌されうるもの

と推定された．本研究では，線維芽細胞の半接着心様

構造に沿って基底膜の存在が確認され，上述の推定

に，より確実な証拠が与えられた．通常，線維芽細胞

に基底膜の形成がみとめられないのは，基底膜前駆物

質の産生がないためではなく，その器質化，とくに基

底膜の固定装置としての半接着斑様構造が発育しにく

いためであると解釈される．

総 括

　正常又は病的状態における結合組織の電顕的観察に

おいて，種々の間葉細胞に，表皮細胞の半接着斑に類

似した構造が見出された．この構造の特徴は，限局性

に電子密度の増加した細胞膜に接して細胞質内

β1amentが集束していることである．しかし表皮細

胞の半接着斑にみられる基底板は欠除している．

　このような半接着斑様構造は血管内皮細胞，平滑筋

細胞に最もしばしばみとめられ，外膜細胞や幼若線維

芽細胞にもときどき見出されたが，脂肪細胞には極め

てまれであった．半接着斑様構造と基底膜との関係に

ついて考察を加え，この構造は基底膜の　lamina

lucidaの形成にあっかり，基底膜と細胞膜との接着

に重要な役割をもつものと推定された．

　（本研究の一部は文部省科学研究費課題番号92240

の援助による）

付　図　説　明

図1．マウス皮膚創傷治癒2日の再生表皮の半接着斑

（H），細胞膜内側に高電子密度のフィラメントの集

束があり，細胞膜から垂直に基底板（X）を貫いて透

明層に至る微細フィラメントの橋渡しがみられる．半

接着面の外側に透明層を隔てて基底膜様物質（B）が

集在．　×105，000

図2．methy1－cholanthrene塗布によるマウス皮

膚乳頭腫にみられた細動脈．腫大した内皮細胞（E）

及び平滑筋細胞（M）の基底面に処々半接着心様構造

（矢印）がみられる．内皮基底膜（B）は多少とも不

規則なうねりを示すが，半接着斑様構造に面する部分

では　1amina　densaを介して細胞膜に接着してい

る．　×14，000

図3．図2の枠内部分の強拡大．半接着斑様構造は電

子密度の増加した細胞膜の内側に微細フィラメントか

ら成る濃厚域としてみられ，lamina　lucidaを隔

てて基底膜（B）が接着している．　×40．000

図4．ヒト皮膚の粘液線維腫にみられた線維芽細胞．

細胞表面に処々半接着斑様構造がみられ，基底膜様物

質が付着している（矢印）．　×20，000

図5．新生仔マウス皮下脂肪組織にみられた線維芽細

胞7細胞表面の半接着斑様構造（矢印）を示す．F：

脂肪細胞．　×18，000

図6．図5の枠内部分の強拡大．半接着直様構造

（h）には透明層を隔てて，断片状の基底膜様物質

（B）が接着している．透明層には細胞膜に垂直に走

る微細フィラメントがみられる（矢印）．　×15，000

図7．ビタミンC注射をうけた壊血病モルモットの皮

膚創傷治癒にみられた線維芽細胞．半接着斑様構造

（h）に接して基底膜様物質（B）が集積している．

　〉く35，000　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

図8，分娩2日目のラット子宮筋層．平滑筋細胞

（M）に処々半接着斑様構造（矢印）がみられ，細胞

はうすい基底膜：で包まれる．　×15，000
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　During　electron　microscopic　studies　of　connective　tissues　in　normal　and　patho【ogical

conditions，　we　have　found　hemidesmosome－like　structures　in　various　types　of　mesenchymal
cellS，

　They　consist　of　tufts　of　intracytoplasmic　filaments　on　the　internal　side　of　the　plasma

membrane　with　increased　density，　but　have　no　such　distinct　juxtamembraneous　layers　as

usually　found　in　the　epidermal　hemidesmosomes．　These　structures　occur　most　frequently

in　endothelial　cel［s　and　smooth　muscle　cells，　sometimes　also　in　adventitial　cells　and　young

且broblasts，　but　only　rarely　in　fat　ceUs．　The　observations　are　disscused　in　re［ation　to　the

basement　membrane　and　appear　to　be　consistent　with　the　concept　that　the　hemidesmos・

ome－like　structures　play　a　significant　ro【e　in　the　eiaboration　of　the　lamina　lucida　of　the

basement　membrane　and　serve　as　fod　of　firm　adhesion　to　the　basement　membrane．



間葉細胞における半接着斑様構造 111



寺田●林●北野●堀●梶川112

懇

蕊
硬

聡

綴
齢
．

欝・
嚇
蝦

静
碓
躯

．
糠

蝦驚
：脇臨

鯉“

繊
麗
鞍

礁翼
議

離

離

鐡
灘

　
欝

欝
轟

灘
難
燃
．

灘
鞍

懸
欝

繧
灘

轟
轟鐵

垂
簾

鍵

灘

瞳

議
鑑
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
躍
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
》
壷
㌻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
一
ぜ
轟

　　

@　

@　

@　

@　

@
蒙

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

ﾒ
藪

　　

｣
籍

藻鎌
額
獲
麟

雛

織
孝

難
魏
轟
選

難
産　虜毛話

㌧憲餌
1鰭穏・
…縛焼の

齢㌔瑚

麟
慮

灘

鞍
弩

　
　
　
轡
が

響
銅
羨
慨
．

翻
転

灘
嬢

馨
楚
腰

馨
畿

，
脚
聯

．
識
灘讐

㌶

慧
轟

醤
ブ

｝蒜蓋鱒
’榊

n苧A｛網

羅

蝦．，

羅
雛．

灘

轟
難

護
騰
灘

、
、
灘

饗
繭鍮

藩
総

総
酵

　
妻
タ



間葉細胞における半接着斑様構造 113



114 梶川・堀・北野・林・寺田


